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【補⾜】 

ポイント① 80x : 100y=60 : 50 の式がなぜ成⽴するか？？ 

→⽔溶液の「量」に「濃度」をかけると「イオンの数」が表

せるとイメージする。なので本当に丁寧に⽴式するのであれ

ば⽔酸化ナトリウム Z の濃度を z として 

80x : 100y = 60z : 50z となる 

（80x のイオンは 60z のイオンと同数、100x のイオンの個数

は 50z のイオンの個数と同数、という意味の式） 

ただし、結局右辺を両⽅ z で割って 60:50 となっている 

※「濃度が同じなので、イオンの個数」は「量」の⽐と等し

い。 

ポイント②「塩酸 X の濃度は塩酸 Y の何倍か」は結局 
%
(	 を

求めればいいことをすぐ思いつけるようにする。 

（例：３は２の何倍か→ 
)
* 倍) 
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【補⾜】 

(1) 塩酸と⽔酸化ナトリウムの中和を表す化学反応式は「イオ
ンの前提知識」の通り、 
HCl    +  NaOH →   NaCl ＋ H2O 
 
であるが、実際には NaCl も⽔にとけて電離するので、存在す
るイオンは Cl− Na+となる 
 

(2)A が中性ということは、塩酸と⽔酸化ナトリウムが 6:3 

つまり 
塩酸 2 : ⽔酸化ナトリウム 1 
 
のときに「中性」になるということ。 

 
すると B は 2:1 を基準とすると、⽔酸化ナトリウムが多く、E
は中性であることがわかる。 
 
さらに、⽔酸化ナトリウムはマイナスイオンなので陽極の⽅へ
移動していく。下の図と同じ原理である。 

 

上の図においては問題のように OH−ではなく、Cl−となってい

るが、いずれも「陽極に電⼦を供給しにいく」イメージである。 

 

(3) 

塩酸 2 : ⽔酸化ナトリウム 1 
 
の⽐率と⽐べて、塩酸が多いものつまり 
→塩酸の量の「半分以上」の⽔酸化ナトリウム 
 
を含む組み合わせを選び、DF が正解となる。 
 
マグネシウムと塩酸の化学反応式 

 
マグネシウム ＋ 塩酸  → 塩化マグネシウム＋⽔素
  
  Mg    ＋ 2HCl   → MgCl2               ＋  H2 
 

 
(4) 
X…⽔素 
「酸性の⽔溶液に共通して含まれる」に注⽬する 
Y…⽔酸化物 
「アルカリ性の⽔溶液に共通して含まれる」に注⽬する 
 
Z…2 
塩酸 2 : ⽔酸化ナトリウム 1 
の割合で中和するということは、⽔酸化ナトリウムの⽅が「濃
度が２倍＝イオンの数が２倍」とわかる。 
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(5)実験のイメージ 

 

 

ポイント① 

H は、OH と結びつき、減っていく 

ポイント② 

OH は、H がなくなり次第、減っていく 

ポイント③ 

⽔酸化塩酸１０cm3 に対して、⽔酸化ナトリウム 5cm3 の時に中

和する→H がゼロになる。 

ポイント④ 

Cl は何とも結びつかないので、変化しない 

ポイント⑤ 

何とも結びつかないので、順当に増えていく 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

  


